
医師連盟だより 
 

（第５５号） 

令和４年８月３０日発行 

＜主な記事＞ 

・第２６回参議院議員通常選挙を振り返って 

・自見はなこ参議院議員からのメッセージ 

・第２６回参議院選挙「自見はなこ」 

 都道府県別得票数調 

・第２６回参議院選挙「自見はなこ」 

 栃木県内支部別得票数調 

 

 

 
 

 

第２６回参議院議員通常選挙を振り返って 

栃木県医師連盟委員長 稲野秀孝 

 

  第26回参議院議員通常選挙は、７月10日に投開票が行われ、自由民主党は単独で改選過半数

の63議席を確保し大勝した。 

 選挙戦では終盤、安倍晋三元内閣総理大臣が奈良県内で参院選の応援演説中に銃撃され命を落と

されるという大変痛ましい事件がありました。 

 日本医師連盟の組織内候補として、自民党比例区から出馬した自見はなこ氏は、他団体の推薦候

補が６年前と比べて軒並み票を減らしている中、前回（６年前）の210,562票より2,807票上積み

ができ213,369票を獲得し、再選を果たすことが出来ました。自民党の比例代表での厚生労働関係

当選者ではトップ、全体でも党内８位、特定枠の２人を除けば実質６位であります。 



 本県においては、「自見はなこ参議院議員 栃木県総決起大会」や「栃木県医師連盟女性部会」

を皮切りに、医療機関等を訪問、毎月の支部長会議、そして電話作戦などの後援会活動から選挙活

動を実施した結果、2,647票（３年前比718票増、６年前比269票増）を獲得し、A1会員一人あた

り得票数は2.31で、全国26位、関東甲信越では５位という結果でありました。会員はじめ関係者

のご尽力に、改めまして深く感謝申し上げたいと存じます。 

 栃木地方区では、６人による争いでしたが、本連盟推薦の自由民主党現職の上野みちこ氏が全得

票の56.2％となる41万4456票を獲得し、圧勝で再選を果たしました。 

 今後、日本医師連盟並びに本連盟が推薦いたしました自見はなこ先生と上野みちこ先生の当選は、

我々医療者が主張する医療政策に大きな力になることは間違いありません。とりわけ得票数は組織

の発言力に直結するとされており、2024年のトリプル改定など医療分野の課題が山積している中で

組織の力を示すことができました。大きな後押しを得た自見はなこ氏の今後の政治手腕に期待して

おります。「医政なくして医療なし」といった社会情勢は、今後とも継続いたしますので、皆様方

の更なる医政活動へのご理解とご協力を切にお願い申し上げまして、今回の参議院議員選挙の総括

とさせていただきます。 

 

 

～～～ 自見はなこ参議院議員からのメッセージ ～～～ 

 

 稲野秀孝委員長をはじめ、栃木県医師連盟の先生方には平素より多大なご理解とご支援を賜り、

深く感謝申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症の第7波の中で医療提供体制を守るため

ご尽力頂いておりますことに心より敬意を表します。 

 6月22日公示、7月10日投開票で行われた第26回参議院選挙は、コロナ禍で行われた非常に厳

しい闘いでしたが、栃木県医師連盟の先生方におかれましては総決起大会や女性部会の開催など大

変力強いご支援をいただき、また稲野秀孝委員長が直々に先頭に立っての医療機関・団体訪問や毎

月の支部長会議など熱烈な後援会活動を展開して頂き、心から勇気づけられました。 

 結果的に栃木県で2,647票、全国で213,369票という、1期目の得票を上回る数のご負託を賜り、

自民党内6位（特定枠を除く）、社会保障系1位の成績で当選を果たすことができたのは、先生方

のご支援の賜物と心得ます。再び議席を預かる大きな責任に、身が引き締まる思いです。 

 さらに、投開票の1月後の8月 10 日、第2次岸田改造内閣において、内閣府大臣政務官を拝命

致しました。松野博一官房長官、小倉將信大臣、岡田直樹大臣のもとで、拉致問題、こども政策、

共生社会、女性活躍、孤独・孤立対策、少子化対策、男女共同参画、沖縄及び北方対策、地方創生、

規制改革、クールジャパン戦略、アイヌ施策、デジタル田園都市国家構想、行政改革担当と、幅広

い分野を担当することとなり、就任早々勉強の日々ですが、先生方にお支え頂いて重責を担わせて

頂いているのだと、感謝の念に堪えません。創設に向けて取り組み、来年4月の設置が決まった「こ

ども家庭庁」についても担当させて頂けることも、心から嬉しく思います。 

 厚生労働副大臣に就任された羽生田たかし先生と二人三脚で行政の一翼を担い、先生方のご期待

に応えるべく、全身全霊で頑張ります。変わらぬご指導ご鞭撻のほど、心よりお願い申し上げます。 

  






